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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和3年7月29日(2021.7.29)
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【年通号数】公開・登録公報2020-032
【出願番号】特願2019-563061(P2019-563061)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  37/14     (2006.01)
   Ａ２４Ｆ  40/10     (2020.01)
   Ａ２４Ｆ  47/00     (2020.01)
   Ｂ０５Ｄ   5/00     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   3/12     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   1/02     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   1/18     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/24     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/18     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ  13/14     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ  13/06     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ  13/04     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  26/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ   37/14     　　　Ｚ
   Ａ２４Ｆ   40/10     　　　　
   Ａ２４Ｆ   47/00     　　　　
   Ｂ０５Ｄ    5/00     　　　Ｚ
   Ｂ０５Ｄ    3/12     　　　Ｚ
   Ｂ０５Ｄ    1/02     　　　Ｚ
   Ｂ０５Ｄ    1/18     　　　　
   Ｂ０５Ｄ    7/24     ３０２Ｙ
   Ｂ０５Ｄ    7/00     　　　Ｋ
   Ｂ３２Ｂ   27/18     　　　Ｚ
   Ｃ２５Ｄ   13/14     　　　Ｚ
   Ｃ２５Ｄ   13/06     　　　Ａ
   Ｃ２５Ｄ   13/04     　　　　
   Ｃ２３Ｃ   26/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月14日(2021.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｅベイピング装置部分の表面を腐食から保護する方法であって、前記方法が、
　前記表面を腐食から保護するように構成されたコーティング混合物を調製することと、
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　前記表面を前記コーティング混合物でコーティングして前記表面上に保護コーティング
を形成することと、を含み、
　前記コーティングが、電着、浸漬、吹き付け、および蒸着のうちの一つを介して実施さ
れ、
　前記コーティング混合物がシランおよびポリマーを含む、方法。
【請求項２】
　前記コーティング混合物を前記調製することが、
　第一のポリマーを溶解することによって第一の混合物を調製することと、
　第二のポリマーを溶解することによって第二の混合物を調製することと、
　シランを溶解することによって第三の混合物を調製することと、を含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記第一の混合物を前記調製することが、
　約１重量パーセント～約５重量パーセントの濃度で前記第一のポリマーを水中に溶解す
ることと、
　酢酸を添加して、前記第一の混合物のｐＨを６以下に調節することと、
　前記第一の混合物を摂氏約５０度～摂氏約７０度に加熱することと、を含む、請求項２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記第二の混合物を前記調製することが、
　前記第二のポリマーを、約３０重量パーセント～約４０重量パーセントの粒子状分散液
を含む粒子分散液中に溶解することを含み、前記第二のポリマーが陽イオンポリマーであ
る、請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　第三の混合物を調製することが、
　溶媒をシランの約５重量パーセント～約２０重量パーセントでシランと混合することと
、
　酢酸を添加してｐＨを調節し、加水分解シランを安定化させることと、
　前記第三の混合物を、室温で約１０分～約１時間攪拌して混合することと、含む、請求
項２～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記コーティングが電着を介して実施される場合に、前記表面を前記コーティングする
ことが、
　電着容器に前記コーティング混合物を充填することであって、前記電着容器が陽極およ
び陰極を含む、充填することと、
　前記陰極を前記ｅベイピング装置部分と接続することと、
　前記ｅベイピング装置部分の表面上に前記コーティングフィルムを堆積させることと、
を含む、請求項１～５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記ｅベイピング装置部分を前記電着容器から取り出すことと、
　前記ｅベイピング装置部分を洗浄することと、
　前記ｅベイピング装置部分を乾燥させることと、を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記コーティングが浸漬を介して実施される場合に、前記表面を前記コーティングする
ことが、
　浸漬浴に前記コーティング混合物を充填することと、
　前記ｅベイピング装置部分を前記浸漬浴内に浸漬することと、
　前記ｅベイピング装置部分を前記浸漬浴から取り出すことと、
　前記ｅベイピング装置部分を洗浄することと、を含む、請求項１～５のいずれかに記載
の方法。
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【請求項９】
　前記コーティングが吹き付けを介して実施される場合に、前記表面をコーティングする
ことが、
　吹き付け装置に前記コーティング混合物を充填することと、
　前記ｅベイピング装置部分に前記コーティング混合物を吹き付けることと、
　前記ｅベイピング装置部分を洗浄することと、を含む、請求項１～５のいずれかに記載
の方法。
【請求項１０】
　ｅベイピング装置の表面を腐食から保護する方法であって、前記方法が、
　前記ｅベイピング装置部分の前記表面を洗浄することと、
　前記ｅベイピング装置部分の前記表面上に中間接着層を堆積させることであって、前記
中間接着層がシランおよびカルボン酸のうちの一つを含有する、堆積させることと、
　前記ｅベイピング装置部分の前記表面上にコーティングを堆積する蒸着を実施すること
と、を含む、方法。
【請求項１１】
　前記堆積することが、約０．０５体積パーセント～約５体積パーセントのシラン溶液を
含む溶液中に前記ｅベイピング装置部分を浸漬することを含む、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記コーティングがパリレンを含む、請求項１０または１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記蒸着を実施することが、
　摂氏約６００度以上の温度でパリレンを加熱し、パリレン二量体を単量体に熱分解する
ことと、
　前記ｅベイピング装置部分の金属部分上に室温で前記パリレン単量体を堆積させること
と、を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記蒸着を実施することが、化学蒸着および物理蒸着のうちの一つを実施することを含
む、請求項１０～１３のいずれかに記載の方法。
【請求項１５】
　前記中間接着層の厚さが約０．１マイクロメートル～約５マイクロメートルである、請
求項１０～１４のいずれかに記載の方法。
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